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世代間交流と し ての子育て支援に関する研究- 祖父母世代の意識調査から 一 

Study on Intergenerational Exchange through Child Rearing :
An attitude survey of child rearing on grandparents
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本研究は、 2011年の兵庫県におけ る祖父母世代 を対象と し た子育て意識の調査及びその結果に基づいた2014年のイ ンタ

ビュ ー調査から、 世代間交流と し ての子育て支援に関す る祖父母世代の意識 を明確に知 り 、 その結果に基づいて、 こ れか

らの子育て支援方策の示唆 を得よう とするものである。 子育て支援に関するア ンケート調査やイ ンタ ビュ ー調査を踏まえ、

約 6 割の祖父母世代は、 親族以外の子育て支援 を望んでい るが、 そのき っかけがないこ と、 ま た、 その思い を も ち ながら

自分から と いう よ り も依頼 さ れるこ と を望んでい るこ と 、 ま た、 ふ さ わしい子育て支援がで き るよ う なスキルを身につけ

たい と 願 っ てい るこ と が明 ら かと な っ た。 さ ら に、 責任 を担わず、 気軽に出来 るこ と で手助け を し たい と いう 思い を も っ

ているこ と が明らかと な っ た。 少子高齢化 を現代的特性と し て捉え、 それぞれにと っ て双方向性 をも っ た恩恵と 世代継承

を含めた理念を明確に し て子 ども をめ ぐる世代間交流の実現を考え てい く 重要性が明らかと な っ た。 
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1 . 問題と目的

現代の子育ての不安は、 子育て世代の孤立であると言

われてい る。 また、 祖父母世代であ る祖父母世代の孤立

も多 く 語ら れている。 こ こ では 「孤立」 という 共通し て

見出 さ れる言葉から、 人間の成長の世代におけ る切り 離

し によ る問題が浮かび上がっ て く る。 すなわち、 都市化

によ る核家族の子育て世代、 祖父母世代化によ る独居老

人問題等、 現代の人間的 な コ ミ ュ ニ テ イ ーの崩壊と も言

え る状況が次世代 を育むと いう 人間と し ての大き な課題

と な っ てい る。 子育て世代 ・ 祖父母世代双方の孤立をつ

な ぐひと つの希望と し て 「子 ども をめ ぐる」 と いう 軸が

見出 さ れるのではない だ ろ う か。 そ し て、 こ こ にこ そ、

地域 コ ミ ュ ニ テ イ ー を復活 さ せ、 次世代へと つな ぐ方策

が見出 さ れるのではない だ ろ う か。

現在の祖父母世代の意識について、 内閣府 (2015) 平

成26年度版高齢社会白書によ ると、 祖父母世代の世代間

交流について、 約 6 割が若い世代 と の交流に参加 し たい

と 考え ており 、 平成15年に比べ る と7.2ポイ ン ト 増加 し

てい る こ と が報告 さ れてい る。 し かし、 こ の結果は、 子

育て支援に限定 し た ものではない。

祖父母世代の子育て支援に関する研究について、 こ れ

ま で、 本研究 グルー プでは、 ア ンケ ー ト 調査によ る 「世

代間子育て支援に関す る研究 祖父母世代の子育て意識

調査 」 (2011) やイ ンタ ビュ ー調査によ る 「世代間交

流の活性化をめざした高齢者支援事業一子育て支援への

参画を介 し て」 (2014) を報告 し てきた。 本稿では、 そ

れらの結果を再考 し、 祖父母世代によ る子育て支援への

意識を明ら かに し、 地域の子育て支援施策の示唆を得る

こ と を目的と する。

こ れまで、 祖父母世代の子育て支援に関する先行研究

と し ては、 小川 (2008) が シルバー人材セ ンタ ーの受託

事業と し ての育児サー ビスに関す る実践を報告 し、 子育

て支援 を介 し た地域コ ミ ュ ニ テ イ ー の可能性 を示 し てい

る。 また、 内田ら (2012) は、 高齢者の育児支援活動が

心身の健康に効果があ る こ と を報告 し てい る。 田淵 ら

(2013) は、 エ リ ク ソ ンの発達課題に基づき世代 を継承

し てい く 世代性について実証的に論考 し、 世代間交流行

動の機会を作 るこ と で世代性発達を促進する可能性を示

している。 大西 (2013) は、 祖父母世代が 「自分自身の

背景によ り 、 今子育て中の親世代へ何らかの助け を行い

たい と 思っ てい る」 一方、 「子育て中の親子世代 を学ぶ」

必要性も感 じ てい るこ と を指摘 し てい る。 具体的な支援
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内容と し て、 わらべう た を中心と し た子育て支援の意味

について言及し てい る。 また、 横川ら (2015) は、 幼稚

園での子育てひろばにおけ る兵庫県の 「まちの寺子屋師

範塾」 の事例から、 祖父母世代の気づき から、 地域の子

育て支援活動へのつながり のための契機と し ての場の必

要性と双方の世代 を繋 ぐ役割の重要性を示 し てい る。

以上のよ う に、 子育て支援にかかわる祖父母世代の意

識につい ての研究から場の設定と き っ かけ につい ての必

要性を示唆 さ れてい る。 そこ で、 本研究では、 まず現代

の祖父母世代は子育てについてのどのよ う な意識を も ち、

考え を も っ てい るのか、 その点 を明 ら かに し、 少子高齢

化におけ る今後の子育て支援の方策の一助と するこ と を

目的と する。 

2 . ア ンケ ー ト調査

( 1 ) ア ンケー ト調査の方法

平成23年度兵庫県子育て支援調査研究事業の委託によ

るア ンケート 調査をおこ ない40才以上を対象と し て調査

用紙を兵庫県全県にわたり2082通配布し、 1462通回収し

た。 回収率は、 70.2%である。

ア ンケート は大き く 次の 5 つの内容、 34問から構成さ

れている。 内容は、 ( 1 ) 年齢や生きがい感な ど回答者の

現在の様子についての設問、 ( 2 ) 回答者のこ れまでの

ボラ ンテ ィ ア活動等についての設問、 ( 3 ) 現在の子育

て環境について回答者の考え を尋ねる設問、 ( 4 ) 回答

者の孫 と のかかわり について尋ねる設問、 ( 5 ) 回答者

と その家族についての設問である。 また、 自由記述と し

て、 「親と祖父母の立場の相違」 「支援関係で良好な関係

を築 く ための工夫」 「子育てについて日頃思う こ と ・ 見

聞き し て思う こ と」 についてそれぞれ項目を設け て記述

する方法 をと っ た。 対象は表 1 のと おり である。 

表1 -1 年齢別 表1 - 2 性別

件数 
(人) 

割合 
(%) 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳代 

80歳代 

90歳以上 

無回答 

78 

181 

638 

444 

57 

1 

55 

5. 4 

12. 4 

43. 9 

30. 5 

3. 9 

0. 1 

3. 8 

合計 1454 100. 0 

件数 
(人) 

割合 
(%) 

女性 

男性 

無回答 

979 

425 

50 

67. 3 

29. 2 

3. 4 

合計 1454 100. 0 

( 2 ) ア ンケー ト調査の結果

① ボラ ンテ ィ ア活動の参加につい て

ボラ ンテ ィ ア活動への参加について、 複数回答可と し

てたずねた結果は表 2 のと おり であ る。 
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表 2 ボラ ンテ ィ ア活動の参加状況

ボラ ンテ ィ ア活動内容 

(1454人) 
参加件数 

(件) 
参加割合 

(%) 
自治会 ・ 町内会活動 

高齢者支援の活動 

ま ちづ く り 活動 

子育て ・ 育児の支援活動 

防犯 ・ 生活安全活動 

文化伝承 ・ スポーツ復興活動 

民生委員 ・ 児童委員の活動 

障がい児 (者) 支援の活動 

自然 ・ 環境保護活動 

その他 

884 
485 
415 
362 
339 
314 
314 
279 
269 
128 

60. 8 
33. 4 
28. 5 
24. 9 
23. 3 
21. 6 
21. 6 
19. 2 
18. 5 
8. 8 

合計 3789 260. 6 

ボラ ンテ ィ ア活動 (個人 ・ 団体 どち ら で も) 等への参

加について、 子育て ・ 育児の支援活動は24.9% と な っ て

い る。 多 く は、 60.8%が自治会や町内会での活動、 続い

て33.4% が高齢者支援の活動に参加 し てい る。 また、 用

意 し た選択肢いずれに関 し て も、 20%前後がその活動 を

し てい ると 回答 し てい る。 こ れらの結果から、 一人の回

答者が複数の活動 をおこ な っ てい るこ と がう かがえ る。

また、 兵庫県で実施 し てい る子育て支援関係の活動の

認知につい ては以下のと お り であ る。 

表 3 兵庫県における活動への認知 (%) 

講座名称 
詳しく 

知つている 

それなりに 
知つている 

あまり 
知らない 

まったく 
知らない 

無回答 

「フ ァ ミ リ ー ・ サポー

ト ・ センター」 という 
子育て支援事業 

8. 5 29. 5 25. 9 30. 3 5. 8 

兵庫県の 「まちの寺子 
屋師範塾」 という子育 
て支援事業 

2. 3 12. 9 29. 8 47. 8 7. 2 

兵庫県の 「ひようご絵 
本の伝承師」 という子 
育てに関する養成講座 

1. 4 7. 6 26. 8 56. 1 8. 0 

こ れら のこ と から、 「 フ ァ ミ リ ー ・ サポー ト ・ セ ンタ ー」

については、 38% の人が知 つてい るが、 兵庫県で独自に

実施 し てい る子育て支援事業である 「まちの寺子屋師範

塾」 や 「 ひよう ご絵本の伝承師」 は約70%の人が知らな

い と い う 回答であっ た。 

②現在の子育て環境について

祖父母世代が感 じてい る現代の子育て環境について、

子育ての難し さ を感 じ てい るのか、 また、 昔と今の子育

て環境が変化 し てい るのかについ ていずれも一 つだけの

選択で尋ねたと こ ろ、 表 4 , 5 の結果が得 ら れた。 
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表 4 昔と比べて子育ての難 し さ を感じ るか

件数 
(人) 

割合 
(%) 

大変そ う 思 う 

少 し そ う 思 う 

あま り そ う 思わない 

わから ない 

変わっ ていない 

ま っ た く そ う 思わない 

無回答 

463 
530 
243 
65 
46 
43 
64 

31. 8 
36. 5 
16. 7 
4. 5 
3. 2 
3. 0 
4. 4 

合計 1454 100. 0 

表 5 昔と今の子育て環境の変化 (%) 

子育て環境の内
;択肢 方 自 

が 分 
当 た 
て ち 
は の 
ま 頃 
る の 

現 
在 

は の 
ま 方 
る が 

当 
て 

か 目lJ 
わ も 
ら 現 
な 在 
い も 

わ 
か 
ら 
な 
い 

無 
回 
答 

a. 子育てにお金がかかりすぎる 4.0 59.1 21.7 6.5 8.7 

b. 安心して子ども を遊ばせる場所がない 4.5 65.6 16.7 4.1 g.1 

c. 親の労働時間が長く て子育てに時間をかけられない 9.7 40.0 29.3 10.5 10.6 

d. 母親ひと りに子育ての負担がかかっている 31.6 15.9 34.9 7.4 10.2 

e. 社会全般が子育てに対 して理解がある 12.7 43.0 23.5 9.4 11.3 

f 仕事と子育ての両立が難 しい 18.1 23.4 40.1 8.6 9.8 

g. 子ども を保育所に入れにく い 8.7 36.6 19.1 24.3 11.3 

h. 子どもに対する家庭のしつけ力が低い 2.6 68.6 12.4 6.3 10.0 

1. 子どもに対する地域社会のしつけ力が低い 2.9 67.8 12.7 7.1 9.6 

j. 気軽に子ども を預けられる人や場所が多い 23.9 28.3 18.1 20.2 9.6 

k. 子どもを社会で育てるとい う雰囲気がある 29.9 23.7 19.3 17.9 9.3 

表 4 の 「大変そう 思う」 (31.8%) と 「少しそう 思う」

(36.5%) をあわせ、 7 割近 く の人が、 今の子育ては、

以前の子育て を し ていた頃 ( 自分たちが子育て し ていた

時代) よ り も大変そう だと感 じ てい るこ と が分かる。

また、 表 5 の子育て環境の変化について、 現在の方が

当てはま る ものと し て、 「h. 子 ども に対す る家庭の し つ

け力が低い」 (68.6%) 、 「1. 子どもに対する地域社会の

しつけ力が低い」 (67.8%) のよう に、 「 しつけ力の低さ」

に関する項目が多 く 選択 さ れている。 また、 「b. 安心 し

て子 ども を遊ばせる場所がない」 (65.6%) 、 「a. 子育 て

にお金がかかり す ぎ」 (59.1%) が続い てい る。 さ ら に、

「e. 社会全般が子育てに対 し て理解がある」 (43.0%) と

いう 現代的な特徴と当時に、 「c. 親の労働時間が長 く て

子育てに時間 をかけ ら れない」 (40.0%) と 感 じ てい る

人も比較的多い、 と いう 危惧を抱いているこ とがわかる。

一方、 昔と 変わら ないこ と と し て、 「 f 仕事 と 子育て

の両立が難しい」 (40.1%) や 「d. 母親ひと り に子育て

の負担がかかっ てい る」 (34.9%) が見 ら れ、 子育てに

おけ る問題が時代が変わっ て も不変であるこ と も明 らか

にな っ た。 
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③子育て支援参加について

祖父母世代の子育て支援についての考え方と し て、 支

援そのも のを したいのか、 と いう 点で 「親族以外で子育

て中の方がいれば、 手伝いたい と 思いますか」 と いう 質

問 を行 っ た。 その結果は表 6 のと お り であ る。 

表 6 親族以外の子育て を手伝いたいと思 う か

件数 
(人) 

割合 
(%) 

大変そ う 思 う 

少 しそ う 思 う 

あま り そ う 思わない 

ま っ た く そ う 思わない 

すでに手伝っ ている 

わから ない 

無回答 

94 
444 
409 
131 
117 
163 
96 

6. 5 
30. 5 
28. 1 
9. 0 
8. 0 

11. 2 
6. 6 

合計 1454 100. 0 

こ のよ う に、 「大変そう 思う」 (6.5%) と 「少 し そう

思う」 (30.5%) をあわせると37%の人がそのよ う に感

じ てい るこ と がわかる。

次に、 すで に子育て支援に関わっ てい る人117名に、

親族以外の子育て を手伝おう と 思っ た理由について、 す

べてあてはま る も の複数回答 を選択 し て も ら っ たと こ ろ

表 7 のよ う にな っ た。 

表 7 子育て支援に参加 した理由

動機 (複数回答可) 回答数 (件) 当てはま る (%) 

子 ど も と 関わり たい 

社会参加 ・ 交流 

何かを したかっ た 

子育て経験を生かす 

困っ てい る人 をみた 

思い出 して関われる 

資格を生かす 

収入のため 

その他 

無回答 

49 

48 

45 
43 
31 

28 

15 

10 

17 

2 

41. 9 

41. 0 

38. 5 

36. 8 

26. 5 

23. 9 

12. 8 

8. 5 
14. 5 
1. 7 

合計 288 246. 1 

この結果から、 「子 ども と関わり たい」 「社会参加や交

流し たい」 「何かを し たかっ た」 「子育て経験を生かす」

と い う 思いが多 く みら れるこ と がわかっ た。

また、 すでに子育て支援を実施 し てい る人以外の1337 
名に子育て支援に参加が出来ない理由についてあてはま

る理由のすべて を複数選択 し て も ら っ た結果が表 8 であ

る。 
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表 8 子育て支援に参加できない理由

理由 (複数回答可) 回答数 (件) 回答割合 (%) 
参加する時間がない 

ア ク シデ ン ト がおこ る と 面倒 

き っかけがない 

親がす る こ と 

情報がない 

関わり が苦手 

世話の経験がない 

その他 

無回答 

322 
288 
465 
155 
111 
72 
56 

140 
65 

25. 9 
23. 2 
37. 5 
12. 5 
8. 9 

5. 8 
4. 5 

11. 3 
5. 2 

合計 1674 135. 0 

こ の結果から、 「 き っ かけ がない」 が37.5 % と 最 も多

く あ り 、 あ と は、 「参加す る時間がない」 、 「 ア ク シデ ン

ト がおこ る と面倒」 と い っ た理由が続 く 。 

以上のこ と から、 子育て支援への関心と 意欲はあ るに

も関わらず、 支援 をするき っかけがない、 と いう 状況が

明ら かと な っ た。 し かし、 兵庫県で も祖父母世代が子育

て支援事業に関わる方策を打 ち出 し てい る ものの、 認知

度が低 く 、 十分機能 し ていないこ と も明ら かと な っ た。 

④孫や子 ども (親世代) と の関わり について

次に、 祖父母世代が親族への子育て支援と し て どのよ

う に感 じ てい るのか、 子育て中の孫の親に対 し て し てい

るこ と は、 どのよ う なこ と で、 どれく ら いの頻度でおこ

な っ てい るかを、 実際に 「孫 がい る」 と答え た965人 を

対象にたずねた。 選択肢は、 「一緒に買い物に出た際の

一緒に外食 を した際の支払い をす る

一緒に買い物に出た際の支払い をす る

食材や果物な ど少 し高額な食品 を届け る

孫の病気や健康状態について相談にの る

孫の しつけ方について相談にの る

日頃 の グチ を き く

孫の教育について相談にの る

孫の教育 - 養育に関 して、 経済的支援 をす る

お こずかい を渡す

育児 をめ ぐ る夫 との対立について相談にの る

支払い をする」 「一緒に外食を し た際の支払い をす る」

「おこずかい を渡す」 「食材や果物な ど少 し高額な食品を

届け る」 「孫の教育 ・ 養育に関して、 経済的支援をする」

「孫の教育について相談にのる」 「孫のしつけ方について

相談にのる」 「孫の病気や健康状態について相談にのる」

「育児 をめぐ る夫と の対立について相談にのる」 「日頃の

グチをき く」 の10項目であっ た。 また、 こ の10項目につ

い て どれく ら いの頻度でお こ な っ てい るか、 あ るいはお

こ な っ てき たかについ て 「一週間に三回以上」 「一週間

に一回程度」 「ー ケ月に数回程度」 「年に数回程度」 「ほ

と んどい ない」 と い う 選択肢から 選ぶよ う に求めた。 結

果は図 1 のと おり である。

こ こ にみら れるよ う に、 関わり 回数 と し て、 「一週間

に三回以上」 あるいは 「一週間に一回程度」 と いう 頻度

の高い選択肢はほと んど選ばれず (全て 5 %未満) 、 関

わる回数は相対的に少なかっ た。 関わり 方につい ては、

「一 ケ月に数回程度」 では、 「一緒に外食を し た際の支払

い をす る」 が14.2%、 「一緒に買い物に出た際の支払い

をす る」 が13.0%であり 、 一緒に時間を楽 しむ項目が他

の項目よ り も相対的に高い割合な っ てい る。 「年に数回

程度」 と い う 頻度において も、 「一緒に外食を し た際の

支払い をす る」 が62.3% と 最も高い割合であり 、 続いて

一緒に買い物に出た際の支払い をす る」 50.2%、 「孫の

病気や健康状態につい て相談にのる」 46.0% 、 「食材や

果物な ど少 し高額な食品を届け る」 42.9% 、 「おこづか

い を渡す」 35.2%、 「孫のしつけ方について相談にのる」

32.0%、 「孫の教育について相談にのる」 29.4%、 「日頃

のグチ をき く 」 24.8%、 「孫の教育 ・ 養育に関 し て、 経

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

・ 一週間に三回以上 ロー週間に一 回程度 - - か月 に数回程度 - 年に数回程度 口ほ と ん どない - 無回答

図 1 子育て中の親世代 (親族) への関わり方と その頻度
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済的支援をす る」 22.3% 、 「育児 をめぐる夫と の対立に

ついて相談にのる」 11.9% であ っ た。 こ こ で、 「孫の し

つけ方について相談にのる」 や 「孫の教育について相談

にな る」 つい ては、 「ほと ん どない」 と い う 回答がそ れ

ぞれ49.3%、 52.1% であ る。 以上のこ と から、 親世代は

祖父母から経済的な支援は受けている一方、 しつけや教

育に関す るこ と では相談を し ていないこ と がわかる。

次に 「孫世代 と 支援関係で良好な関係 を築 く ための工

夫」 と し て自由記述でたずねたと こ ろ、 以下のよ う な結

果であ っ た。

「息子の孫の為、 姑の私は一切口 を出 さ ない。」

「必要以上口に出 さ ない。 自分自身がし っかり自立 し たおばあち ゃ

んにな る。」

「い ちい ち口出 し は し ない。 たのま れればいやな顔 をせず引 き受け

る。 但 し意見 を聞かれればア ドバイ スす る。」

「あま り 口に出さ ない、 価値観を押 し つけないこ と。」

「嫁の生活に対 し て何も云わないこ と。 (中略) 車に乗せて も ら う

と きは、 ガソ リ ン代 と し てお金を渡す。 外食のと き もお金をはら う 。」

「求めら れた時だけ かかわる。」

「頼まれた時には気持ち良 く O K を し ます、 と いう 風に心がけ てい

ます。 つかず離れずで距離を置 く 。 余計な口出 しはし ない。」

「必要以上にかかわらず、 つかず、 離れずの状態 を保 っ てい る。」

「頼ま れなけ れば、 一切、 口 も手 も出 さ ないが、 頼ま れれば精一杯

の事は し てやるよ う に し てい る。」

「相手の育児方針を尊重 し、 あ く まで もサポート であ る事を自覚す

る。」

図 1 と こ の自由記述から も わかるよ う に、 祖父母らは

親族の孫世代の親、 すなわち実の子 どもに対 し ては、 経

済的な支援は行う が、 余計な口出 しはせず、 頼まれれば

喜んで応対する、 と い っ た様子が伺われる。 

3 . イ ン タ ビ ュ ー調査

( 1 ) 手続き と対象

ア ンケート 結果を受け、 主に祖父母世代の子育て支援

の意識の有り 様について、 イ ンタ ビュ ー調査 を実施 し た。 

対象は、 近畿圈内に居住 し てい る、 あるいは勤務 し てい

る50~ 80歳の合計50名 (男性19名、 女性31名) の対象者

に、 イ ン タ ビュ ー内容 と し て、 ①子育て支援 を実施 し て

い る方に、 実施 し てい るき っかけは何ですか。 ②今の親

御 さ んの子育てについ て、 どのよ う に思いますか。 ③今

の親御 さ んの子育ては大変だ と 思いますか。 ④お孫 さ ん

のい る方に、 ご自分のお孫 さ んと 他の子 ど も に関わる違

いはあり ますか。 ⑤ どのよ う に し て、 祖父母世代が子育

て支援をでき ると思いますか。 ⑥子育て支援はボラ ンティ

アでいい と 思いますか。 と いう 6 点について尋ねた。 な

お、 倫理的配慮 と し て、 本人が特定 さ れないこ と 、 本研

究以外には利用 し ないこ と を明示 し、 録音は、 相手の許

可が得 ら れた場合に実施 し た。

各年齢 ・ 性別のイ ン タ ビュ ー者は以下の表 9 のと お り

であ る。 

表 9 イ ンタ ビュ ーの年齢 ・ 性別 (人) 

男性 女性 計

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代
4
 

1
 

3
 

1
 

4
 

3
 

2
 

2
 

8
 

4
 

5
 

3
 

1
 

2
 

合計 19 31 50 

( 2 ) イ ン タ ビ ュ ー結果

①子育て支援に関する意見

祖父母世代の子育て支援に関す るイ ン タ ビュ ー結果に

ついて、 祖父母世代自身の 「現代の子育てについて」 の

見方や 「子育 て支援への関心について」、 そ し て こ れか

らの 「子育て支援の方策」 の提言を表10にまと めた。 

表10 子育て支援に関する意見

現代の子育てについて 子育て支援への関心 子育て支援の方策 

情 

報 

・ 情報が多 く てかえ っ て不安 

にな る 

・ 情報過多で何が必要か選択 

す るのが大変 

子 

ど 

も 

が 

好 

き 

・ 子 ど も が好 き なので、関わ 

り た 

・ 子 ど も の見守 り を し たい 

い 

・ 子育て をお手伝いでき るよ 

う に な り たい 

・ 自分の子育て を振り返っ て 

支援 したい 

・ 時間ができ た ら手伝いたい 

・ 直接は難 しいが裏方な ら し 

たい 

場 

所 

の 

設 

定 

・ 多世代が自然にかかわる 

よ う な場所 をつ く る 

・ 地域単位 で人が集 まれ る 

場所 をつ く る 

・ 子 ど も を遊ばせ な が ら 茶 

話会のよ う な自然体の場 を 

・ 近所で顔見知り の場所が 

いい 

地 

域 

安 

心 

・ 外で十分遊ばされない 

・ 地域に安心 し て遊べ る と こ 

ろがない 

・ 犯罪に巻 き 込まれ る危険性 

があ る 

・ 地域と の関係は希薄である 

・ 夫婦単位の子育てで、 近所 

のかかわりが少ない 

人 

の 

か 

か 

わ 

り 

・ 子育て しやすい環境に、 

セ フ テ イーネ ッ ト と な るよ 

う な支援 を 

・ 不安に対応 で き る行政 を 

・ 教育は親 が し て 、 年寄 り 

は見守 る と い う役割 を 

・ お互い様 と い う 気持ち を 

双方がもつ 

・ 子育ての必要な人 と し た 

い人 をつな ぐ 「人」 

・ 丁寧 に子 ど も に手 をかけ 

て あげたい 

母 

親 

支 

援 

・お母さ んの様子を見守り た 

い 

・子 ど も と 一緒にす るこ と の 

楽 し さ を伝 えたい 

・子育てで孤立 し てい る人に 

声 をかけたい 

・ かかわり のモデルになれた 

らいい 

・ お母さ んからの感謝がうれ 

しい 

自 

然 

体 

の 

子 

育 

て 

ス

ト

レ

ス

・ 自然体の子育てが難 し い 

・ 子育てに神経質にな つてい 

る 

・ 求めれば社会的援助が受け 

やすい 

・ 自然なサポー ト 体制がない 

・ 子育 て自体がス ト レス に な 

っ てい る 

・ 親自身が心豊かに向き合い 

に く い 

・ 母親の役割が重 く な つてい 

る 

・ 経済的苦労があ る . 

参 

加 

の 

き 

か 

け 

づ 

く 

り 

・ き っ かけづ く り を考え る 

・ 具体的な募集、 声かけ 

・ 緩やかな登録で高齢者が 

気軽に参加でき る仕組みを 

・ 回覧板での応募情報収集 

・ 見学か ら受け付け る 

・ 自分からは言いに く いの 

で友人等か ら声 をかけて も 

ら う 

・ 自由参加形式で参加可能 

に 

世 

代 

交 

流 

・ 社会貢献になる 

・ 支援 を と お し て同世代 と も 

交流 し たい 

難 

し 

い 

・体力的に大変で責任が重い 

・ 小 さい子はこ わい 

・ かえ っ て迷惑 をかけ た ら、 

と 思っ て し ま う 

親 

の 

態 

度 

・ 接 し方 を知ら ない 

・ 子 ど も への目が厳 しい 

・ 自分の子 ど も だけ を見てい 

る 

・ し っ かり 向き合っ ていない 

待 

遇 

・ 支援者の待遇改善 
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こ の表から、 祖父母世代が思っ てい る現代の子育てに

つい ては、 情報が多 く あり 、 かえ っ て不安、 混乱を呼び

起こ し、 地域での安心や地域性に薄 く 、 なかなか自然体

の子育てが出来ない状況で、 子育てがス ト レスにな っ て

世代間交流と し ての子育て支援に関する研究
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い る、 と いう よ う に子育てが難しい状況 を認識 し てい る

こ と がわかる。 さ ら に、 親自身 も子 ども と の接 し方も知

らず、 自分の子 ども だけ を見ている 「我が子主義」 であっ

たり、 し っかり と我が子と も向き合っていない状態であっ

たり す る と い う 意見 も あ っ た。

そこ で、 子 どもへの関心 も あり 、 何と か支援 を し たい

と いう 思いはあり 、 母親支援や世代間交流での社会支援

を望む一方で、 責任が重 く 、 迷惑 をかけ るこ と にな るの

では、 と い う 消極的な意見 も あ っ た。 し かし、 子育ての

親子を自然なかたちでサポー ト し たい と いう 思いが多 く

あり 、 各祖父母世代に見合 った様々な形での応援の方法

が示唆 さ れた。 それら を整理する と 、 自然な出会い をつ

く れる場所の設定や、 子育てする人と支え る人と をつな

ぐ人の設定や双方の役割の相違をもつこ と、 子育て支援

に参加 し たいが、 そのき っ かけがない と い う 点は、 ア ン

ケ ー ト に も共通に見 ら れた。 以下にその点につい て見て

みよ う 。

②子育て支援のき っかけについて

a. 声 をかけ てほ し い

「知り 合いから声 をかけ て も ら う と入 り やすい、 知 り 合いがい る と

安心」 (50歳代女性、 60歳代女性、 60歳代男性)
「個別の依頼があ っ た方が出やすい。」 (60歳男性)
「 (基本は し た く ないけ ど、 ) こ んな んがあ るけ ど、 こ んなこ と し て

も ら え る ? そ う す る と 、 で き る、 で き ない、 と 考え ていけ る」

(60歳代男性)
「頼ま れたら しま し よう か、 と いう 感 じ。 支援ルームで 0 0 のこ と

を し て も ら い たい。 そ れを募集 し て、 ( どんな風にす るのか) 見学

にも来てみて く ださいな ど」 (50歳代男性)
「隣の児童館がボラ ンテ ィ ア募集と か出 し て も ら う 。 自分からは言

いにく い。」 (50歳代女性)
「一人では行き難いが、 近所で誘って く れる人がいると、 自然に行っ

てみよう かなと思え る」 (70歳代女性)
「大き な組織で顔も知らない人の中には出て行き にく い。 自分だけ

がこ れをやり ま し よう と は言いに く い。 住んでい る隣近所で、 こ ん

なこ と を し てみま し よう かと声かけ を し て も ら っ て、 何を どんな風

にと い う 、 みんなでの取り 組みを具体的に示 し て も ら え る と 、 じ や

あ私はこ の時間にお手伝いが出来ると (80歳代女性)」
「発起人と かが声 をかけ て く だ さ る人があ る と よいかも。 自分から

は難しい。 緩いかたちで始ま ると しやすい。」 (60歳代女性)
「自分から オーガナイ ズす る と いう ほ どの積極性はないので、 で き

るこ と一絵本やお話 し を読むと か、 お菓子を作 る一 を登録 し ておい

て、 声をかけても らう のがいい」 (60歳代男性) 

こ のよ う に、 参加 し たい気持ちはあるが、 自分から一 

人で、 という こ とは難し く 、 知り合いに声をかけても ら っ

たり 、 具体的な方法を提示 し ても ら っ たり す るこ と で、

参加 しやす く な るこ と がわかる。 

b. 特性 ・ 専門性を活かし たい

「祖母がいないお母 さ んはやはり 大変なので、 そう いう おばあち ゃ

んがわり になれるよ う な関係を作 れた ら よいが」 (80歳代女性) 
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「地域で リ タイ ア さ れた方の、 その道でのプロ の技術や知識が活か

せる活動があると よい」 (60歳代男性)
「子育 て支援 に関わる講座の受講 し た こ と がき っ かけ に な っ た」

(50歳代女性)
「今回は子育て師範塾をやっ てい る と いう のをイ ン タ ーネ ッ ト で見

て募集 し たので、 よいき っかけ と なっ たと 思う 。」 (60歳代女性)
「師範塾での近 く で行けそう だったし、 50歳以上の募集がよかった。 

こ れまでの学童の指導員の経験が役立つと思った。」 (60歳代女性)
「自分の磨いてき たスキルを生かせる よ う な特化 し たこ と な ど。 具

体的な問いかけ な どがあれば、 自分の持っ ている ものを活かせてやっ

ていけるかも。」 (50歳代男性)
「子育て支援に関わる前に、 自分の力 をつけ るよう な場があ ると助

かる」 (50歳代女性) 

こ のよ う に、 祖父母世代と いう 立場 ・ 経験、 そ し て講

座等で培 っ た力 を是非活用 し て、 あるいは子育て支援に

関す る力 をつけ て役立てたい と いう 意見があっ た。 自分

の専門性や経験が活かせると いう 積極的な理由で活動に

参加 し た人が多 い こ と から も わかる。 実際に行 っ てい る

活動内容についても、 つ どいの広場や一時預かり 、 親子

イ ベ ン ト の講師な どのよ う な子育て経験や保育等の専門

性が必要と さ れる場合が多い と い う 意見 も あ っ た。 

c. その他子育て支援の方策と し て

「地域の小学校区でそう いう ボラ ンテ ィ アの人材バ ンク を作 る と か、

あ るいは町内会で人のリ ス ト を作 るな ど地域の力 を生かし てやっ て

いけ る システムを作 ると よい」 (50歳代女性)
「回覧板な どで募集の案内 を回 し て参加者を募る」 (60歳代女性、

60歳代男性、 70歳代女性、 80歳代男性) 

以上のよ う に、 回覧板等で募集を し て登録す る方法が

具体的に示 さ れたが、 以下のよ う に、 その他子育て支援

の場を設置して、 自由に出入り でき る方策も提示さ れた。 

「第一歩 を踏み出すのはすご く 難しい。 たと えば、 地域の民生委員

な どから (声 を かけ てほ し い) 。 自分のや っ てい る ボラ ンテ ィ アな

どに友人も取り 込んでいき たい。 同 じ年齢層同士での集まり のよう

なものにしたい。」 (50歳代女性) 、
「団地な どでは自然発生的に生ま れて、 自分の子と一緒に預かっ て

も らえ るこ と があ っ た。 そう いう つながり がない場合、 固い組織で

な く 緩やかな一。」 (60歳男性)
「子 ども を遊ばせながら、 茶話会な どに発展 し て 一公園な どお父 さ

んた ちのつながり がぱらぱら出来てい く のがよいのでは・ ・子 どもが

小 さい頃は団地でそう いう 事がやり やすかっ た」 (50歳代男性)
「マ ンシ ョ ンな どではみんなが集ま れる場所で そこ に行けば必ず誰

かがい るよ と い う よ う な所 ( をつ く る) 。 マ ンシ ョ ンの内部だ と やり

やすいかも し れない。 人間の関係が疎遠にな っ て、 かかわら ないで

おこ う にな っ てい るので、 手 を出 し て もいいのかし ら と か、 面倒な

こ と にな っ た ら困 る と かにな っ て し ま っ てい る。 地域で何か出来る

と よ い。 マ ンシ ョ ンな どでは祖父母世代用に何日の朝ごはんをみん

なで食べ る。 そう いう と こ ろ に小 さ い子 ども を育ててい るお母 さ ん

も参加でき ると 、 心配なこ と を相談 し たり 、 お し やべり もでき る」

(60歳代女性) 、
「祖父母世代の出来る場をつ く っても らえれば、 時間な ど指定せず、
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体調が許す時に自由に参加のよ う な形式で し ても らいたい。」 (80 
歳代女性)
「 テーマがは っ き り し てい ると 参加 しやすい、 地域活動 も毎回と言

う と し んどいので、 テ ーマ ご と にス ポ ッ ト 的に参加す る と いう 形 も

考えら れるのではないか」 (60歳代男性)
「保育所や小学校も含めて、 祖父母が自由にと まではいかないけれ

ど参加でき るよ う な、 地域で寄 っ てたかっ て応援す るよう な ものが、

頻繁にあるといい」 (60歳代男性) 

4 . 考察
兵庫県内では、 社会的な子育て支援に関わり たいと考

え てい る祖父母世代が 4 割以上おり 、 潜在的なニーズが

高いこ と が明 ら かと な っ た。 こ れは、 内閣府の報告にも

あ るよ う に、 年々増加するこ と が予測さ れる。 こ のよ う

な人々を対象に世代間交流を含めた子育て支援について、

少子高齢化の現象 をふまえ た政策が本格的に考え ら れる

時期にき てい るのではないかと 思われる。 こ のよ う に、

今の子育て環境については、 祖父母世代のいずれもが情

報は少な く ても、 世代間で協力 しあえ た昔に比べて、 現

代は大変子育て し辛い状況であり 、 子育ての難し さ を祖

父母世代 も認めており 、 出来る範囲で何と か支援 を し た

い と いう 気持ち を知 るこ と ができ た。

一方、 そのよ う な祖父母世代のパワーを十分活用 し て

ない実態 も明 ら かと な っ た。 ま た、 我が子の孫につい て

は、 直接口出 し をするこ と がはばかれる場合 もあり 、 自

分の孫ではな く 、 社会的な子育て支援に参加すると いう

点が円滑な支援であるこ と も言え る。 先行研究から も子

どもに関わるこ と は祖父母世代にと っ て も生き甲斐やエ

ンパワ メ ン ト にな る と い っ た指摘 も あり 、 幼い子 ども を

め ぐ っ て子育て世代 と かかわる重要性があ ろう 。 こ れま

でのイ ン タ ビュ ーから も、 子育 て支援 を経験 し た方は、

子 ども から与え ら れる喜 びが生きがいにな っ てい るこ と

がわかっ た。

さ ら に、 子育ての親子 を自然なかたち でサポー ト し た

い と いう 思いが多 く あり 、 各祖父母世代に見合 っ た様々

な形での応援の方法があるこ と が示唆 さ れた。 そのため

には、 システムと し て、 子育て支援 し たい祖父母世代 と

子育てを必要とする子育て中の親子をつな ぐフ アシリ テー 

タ 一 的 な機能 を も っ た人材が必要であ る こ と も明示 さ れ

た。 具体的には、 情報の公開、 人材登録 シス テ ムを さ ら

に身近な ものと し て気軽に活用でき るよ う に し、 声 をか

け て、 緩やかな形での参加ができ るこ と を考慮する必要

がある。 また、 参加のき っかけ と し て、 回覧板等 を利用

し た声かけや登録方法と い った自由な参加形式 を望んで

い るこ と も明 ら かと な っ た。 また、 支援す る側がよ り技

術 を向上し たり 新 しい取り 組みを望んだり し た時に、 例

えば行政等が仲介と なるこ と も必要であ ろう 。 その手立

てと し て、 出会い をつ く れる場所の設定や、 子育てす る

人と支え る人と をつな ぐ人の設定が必要と さ れる。 こ の
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よ う な場の提供や祖父母世代 と 子育て支援をつな ぐ人と

い っ た課題は、 以前から指摘 さ れてい るが、 さ ら に祖父

母世代が参加 しやすいよ う に実際に声 をかけ、 仲間と と

も に子育て支援事業に参加でき るよ う な気軽な雰囲気づ

く り が必要であ ろ う 。 さ ら に、 子育 て支援のスキルア ッ

プも含めた祖父母世代 を対象と し た 「地域子育て支援講

座」 等 を積極的に提供す るこ と が必要である。 こ れは、

核家族や地域の喪失で失われてき た世代継承を実現す る

も のと し ての地域 コ ミ ュ ニ テ イ ー の創設 を示唆す る も の

であ る。 す なわち、 身近な地域の子 ども たち と の関わり

をと お し て、 子育てに参加 し、 地域資源と し ての世代間

子育て力や多世代によ る子育て力が形成 さ れてい く 必要

性があり 、 子育て支援を 「世代間交流をと お し た継承と

創造」 の場と し て捉え るこ と が重要であろう 。 今後、 さ

ら にその方策について考え ていき たい。 
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